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等級4大阪府箕面市 Q3. 1.    生物環境の保全と創出（緑化率35％以上確保）

Q3. 3.    地域性・アメニティへの配慮（公開空地、敷地内に遊歩道）

LR1.1.    建物の熱負荷抑制（省エネ等級４、複層ガラス）

LR1.3.    設備システムの高効率化（エコキュート、ＬＥＤ照明）

LR2.1.    水資源保護（節水シャワー、雨水貯留槽）
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緑あふれる環境と生きる次世代スタンダード住宅の創出

CASBEE評価省エネルギー性能
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建物全景（緑の丘の上に建つ集合住宅の印象を与える）

動線計画図

■緑あふれる環境と生きる

本計画は大阪府北部の新興住宅地である彩都に位置す

る。緑が多く残る彩都の地に計画するにあたり、「緑あ

ふれる環境と生きる」をテーマに、居住者や来訪者が緑

に触れる機会を多くもてるように計画した。

１）３５％超の緑地率

敷地の35％超を緑地とした。敷地周囲の法面に、計画地

周辺に自生している樹種を中心とした高木を密集して植

えることで、里山の森を創り出している。建物に囲われ

た敷地中央部には、動線沿いに並木をならべて規律ある

緑の風景としている。また、駐車場屋上を緑化するな

ど、敷地全体が緑で覆われ、緑に囲まれた居住空間を実

現した。

２）誰でも廻遊できるランドプラン

計画された緑の風景を誰でも楽しめるよう、敷地内の廻

遊ルートを設けた。並木と建物の中を散策するルートと

建物周囲の法面に植えられた森の中を散策するルートの

２種類ある。セキュリティを建物外周でとることによ

り、相反する「廻遊の自由」と「防犯機能の確保」の両

立を可能とした。

３）自然エネルギーの利用

その他にも環境を身近に感じることができる取組とし

て、自然エネルギーの利用を行っている。外構のポイン

トとなる位置に太陽光照明のポール灯を設置した。これ

により、居住者や来訪者が視覚で環境配慮を感じること

ができる。また、敷地中央に雨水貯留槽を設け、建物に

降った雨水の一部を植栽への潅水として利用している。

さらに、ディスポーザーを採用している。生ごみを自然

の力で分解処理するので、生ゴミの排出量が減り、ひい

てはCO2排出量削減にも寄与する。

■次世代スタンダード住宅の実現

本計画では、世に普及しつつある環境配慮ツールを積極的にとりこんでいる。一つ一つのツールに目新しさはさほどないが、総体

として、今までにない高レベルの環境配慮住宅となった。今後のニーズを先取りすることで「次世代スタンダード住宅」と言える

住宅仕様を実現している。

□高断熱の住まい[省エネ等級４]

これまでの標準であった等級3を上まわる

「省エネ等級4」を取得。全住戸の窓の複層化、

細部に至るまでの断熱熱橋対策で高い断熱性を

実現した。

□環境配慮照明[LED/太陽電池]

共用廊下や階段、外構照明のほぼ全てをLED化し、

照明の省エネ化を実現した。

また、アイストップとなる箇所に太陽電池式の

ポール灯を設置し、居住者が視覚で環境配慮を

感じることができるしつらえとした。

□新しいニーズへの対応[EV用充電器/防災ツール]

今後、ニーズが増えてくることが

予想される「電気自動車対応」

「防災対応」を先取りし、電気自

動車用の急速充電器や防災かまど

ベンチ、防災トイレを設置した。

まだ一般化されていないツールを

積極的に取り入れた。

□省資源ツールの採用[エコキュート/節水]

ヒートポンプ技術で、空気中の熱を

効率よく利用しながらお湯を沸かす

エコキュート。手元スイッチで湯量

を調整できる節水シャワー/カラン。

無駄な資源利用を抑えるツールをも

りこんでいる。

-緑地を確保し、環境配慮ツールを積極的に採用することで、総体として高いレベルの環境配慮住宅を実現した-
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